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３ ミクロ・マクロの見方で自校のカリキュラムを点検する 

－子どもの姿を点から線へとつなぐ－ 

                  2007.2.14 校内研修資料から  

１  ミクロ・マクロ的に見る必要性 

平成１８年度 第４学年カリキュラム 

学級目標 元気  集中  思いやり みんなでつくる4年生 

子ども像 ①聴き合う子         ②ちがいを認めて助け合う子        ③あきらめない子 

重点課題 
①－Ⅰ 結論と理由がはっきり言える  ②－Ⅰ相手のよさに気付くことができる  ③－Ⅰめあてをもって学習が 

最後まで人の話がしっかり聞ける      相手の気持ちが分かる             できる 
質問ができる 

①―Ⅱ友だちの意見と比べながら、自分の考えが言える②―Ⅱ自分のよさに気付くことができる③―Ⅱめあてに向かって最後 
友だちの意見に感想が言える                                                                                        まで努力することができ       

る 

①②―Ⅲ

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 

学校行事 等 

年
間
時
数 

始業式 入学式 家庭訪
問  
１年生を迎える会①② 

バス遠足 
修学旅行 
参観日 

三世代田植え③ 
参観日 
社会見学①②③ 

期末懇談会 
終業式① 
 

一
学
期
時
数 

始業式①大運動会③ 
なかよし遠足②③ 
（田代小交流遠足） 

三世代稲刈り③ 
長門市陸上記録会 
参観日 

各種コンクール 
ふれあい参観日(人権)①② 

持久走大会③ 
期末懇談会 
終業式 

二
学
期
時
数 

始業式
つき
育・

国語 235 

三つのお願い・手紙を書く
10①②③―Ⅰ 
漢字の組み立て 2③―Ⅰ 
（書）はじめに 3③―Ⅰ 

「かむ」ことの力 9①③―
Ⅰ 
漢字の広場①2③―Ⅰ 
春の歌 2③―Ⅰ 
漢字辞典の使い方 5③―

Ⅰ 
(書）点画の接し方・交わり
方を知ろう 3③―Ⅰ 
 

新聞記者になろう・いろ 
いろな符号 16 

①②③―Ⅰ 
漢字の広場②2 

③―Ⅰ 
ローマ字6③―Ⅰ 
伝言はまちがえずに 4 
      ①②③―Ⅰ 
（書）画間を知ろう 3 

③―Ⅰ 

白いぼうし・本は友達・本の
さがし方17①②③―Ⅰ 
漢字の広場③2③―Ⅰ 
(書)文字の組み立て方を知
ろう4③―Ⅰ 

90 

ぼく 3①③―Ⅱ 
「伝え合う」ということ   
15①③―Ⅱ 
書漢字の筆順と字形との関
係を知ろう 4③―Ⅱ 

にた意味の言葉3③―Ⅱ 
漢字の広場④3③―Ⅱ 
一つの花12①③―Ⅱ 
文と文のつながり 3③―
Ⅱ 
書画の長さと方向を知ろう 
3③―Ⅱ 

アップとルーズで伝える・
四年三組から発信します・
選んで伝える 18①②③―
Ⅱ 
漢字の広場⑤2③―Ⅱ 
書文字の中心と平仮名の筆
使いを知ろう4③―Ⅱ 

いろいろな意味をもつ言
葉3③―Ⅱ 
生活を見つめて・表やグ
ラフにまとめる 15①②③
―Ⅱ 
書筆使いと字形を知ろう 3 
          ③―Ⅱ 

91 

熟語
話し合

つぶやきを

言葉遊

書筆使

社会 85 

４ 住みよいくらしをつく
る・・・32 ①③―Ⅰ 
 ▼ 導入     1 
 １ ごみのしょ理と利用 
17  

～ごみのしょ理と利用 
 

２ 水はどこから 14 ～水はどこから 

32 

５ きょうどにつたわるねが
い…２３ ①③―Ⅱ 
▼ 導入      1 
１ 古い道具と昔のくらし 
7  

２ 山ろくに広がる用水 9 
  

３ のこしたいもの、つたえ
たいもの6 

 

６ わたしたちの県（２６） 
①③―Ⅱ 

 ▼ 導入      1 
 １ 県の様子  2 
  

26 

 １県
 ２ 
 

算数 156 

１ 大きい数 9③―Ⅰ 
２ 円と球  10③―Ⅰ 

３ わり算 14③―Ⅰ 
暗算2   

４ およその数 10③―Ⅰ 
くらしと算数① 1 

～折れ線グラフ③―Ⅰ 
どのようにかわるかな3  

59 

６ 三角形 10①③―Ⅱ 
ふくしゅう 2①③―Ⅱ 

７ わり算2 13 
①③―Ⅱ 

 

８ 式と計算 6①③―Ⅱ 
算数のたんけん②1 

①③―Ⅱ 
９ 小数1７①③―Ⅱ   

～小数 
１０ 整理の仕方 6 
         ①③―Ⅱ 55 

１１ 
       

理科 90 

１ 生きものを調べよう（春） 
7③―Ⅰ 

２ 電池のはたらきを調
べよう16 ③―Ⅰ 

３ 生きものを調べよう
（夏）5 ③―Ⅰ 

３ 星や月 16③―Ⅰ 
◎ 自由研究   3 

37 

◎ 生きものを調べよう 2
①③―Ⅱ 

４ とじこめた空気や水をお
してみよう5①③―Ⅱ 

星や月25①③―Ⅱ 
生きものを調べよう4 

①③―Ⅱ 
わたしたちの理科室1 

①③―Ⅱ 

５ 温度をかえて、かさの変
化を調べよう7①③―Ⅱ 

６ もののあたたまり方を
調べよう7①③―Ⅱ 

 31 

◎ 

       

音楽 60 

１ 歌と楽器のひびきを合
わせよう・・・８ ③―Ⅰ 
さくらさくら・いろんな木の
実 4   

歌のにじ・とんび4 ２ 日本の音楽に親しもう 
  ９③―Ⅰ 
花がさ音頭・神田ばやし 

2 
こきりこぶし 3  

まきばの朝 4 

17 

３ いろいろな音のちがい
を感じ取ろう①②③―Ⅱ 
音集め・音のカーニバル5 
とんび3 

４ ふしのとくちょうを感じ
取ろう１１①②③―Ⅱ 
もみじ4 
あいのあいさつ2  

陽気な船長・あたらしいえ
がお・オーラリー5 
５ 曲の気分を感じ取ろう８ 
  ①②③―Ⅱ 
友だちシンドバット2 

つるぎのまい2 
冬の歌4 

27 

６ 音
よう１１①②③
パレードホッホー
きゅう

図工 60 

１６ たしかめながら2 
③－Ⅰ 

１７ ざいりょう物語4 
③－Ⅰ  

１８ キラキラ光る絵 3 
③－Ⅰ  

１９ 絵の具のふしぎ 2 
③－Ⅰ 

２１ コロコロめいろ・きょう
かしょびじゅつかん4 
        ③－Ⅰ 

２０ ひもでつくろう 2 
③－Ⅰ 

17 

 ２２ わすれられない日 9   
②③―Ⅱ 

お話の世界6②③―Ⅱ ２５ ワンダーランドへようこ
そ4②③―Ⅱ 
２６ ぬのから生まれた4 

②③―Ⅱ 
 

２７ ゆめを広げて4 
②③―Ⅱ 
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２８ 

各

教

科 

体育 90 

鉄棒運動 8 ③―Ⅰ 走ったりとんだり7 ③―Ⅰ 
スポーツテスト2 ③―Ⅰ 

タグラグビー8② 
保健「育ちゆく体とわたし」4

② 
水泳    2③―Ⅰ 

水泳       8③―Ⅰ 

39 

障害走・かけっこ・リレー      
6②③ 
ハードル走     3② 

ﾘｽﾑ゙ダンス    4② 
マット運動     4② 

とび箱運動 ②     5 
持久走      2③ 
ソフトバレーボール 6② 

持久走       3③ 
 

33 

走り高跳
なわとび

道徳 ３５ 

あいさつができた（礼儀）③ 
朝がくると（感謝） 

だれもいない教室 
（思慮・反省）② 

学級しょうかい 
（愛校心）①② 

子育てじぞう（敬けん）① 
たんじょう日プレゼント 

（家庭愛）② 

友子の水着（金銭の活用）① 
ふりだした雨（正直）② 
にじ（親切）② 
ジャガイモ畑で（尊敬感謝） 
           ② 

かわいそうなぞう（生命尊重） 
          ①② 
目ざまし時計（健康 ）③ 
生きたれいぎ（礼儀））① 

13 

うれしい六着（不撓不屈）③ 
おじいさんの顔（思いやり） 
             ② 
ナシの実（正直）   ② 

バルバオの木（生命尊重）
① 
ドッジボール（勇気）②③ 
いなくなったライチョウ 

（自然愛）① 
笛の音（不撓不屈）③ 
 

きつねのよめいり（お母さん
のせい求書）（家庭愛 ）② 
ひそひそ話（友情 ）② 
ぼくは「鼻毛」じゃない 

（友情 ）② 
ぼくとのんちゃん（勇気）② 
             ③ 

そうじのときに（勤労）② 
雨のバスていりゅう所 

（公徳心）①② 
 

13 

わたしの

ネコの
      
 

総合的な学
習の時間 

105 
英語に親しもう 1                  英語に親しもう 1 

お年寄りと仲良くなろう（２１）①②③ 
和太鼓3①②③ 

26 
 英語に親しもう 1 英語に親しもう 1 
お年寄りと仲良くなろう（４７）①②③ 
和太鼓3①②③ 

52 
 
お年寄
和太鼓

児童会活動  
1年生を迎える会①② 代表委員会（学校生活） 代表委員会（運動会スロ

ーガン） 
代表委員会（全校競技） 

 
代表委員会（学校生活） 代表委員会（全校集会） 全校集会 

代表委員会（歳末助け合
い運動） 

  
  

学級活動 35 

４年生になって１ ③―Ⅰ 
係・委員会を決めよう１  

③―Ⅰ 
一年生を迎える会をしよう１ 

①② 

学級目標と学級のきまり１ 
③―Ⅰ 

遠足について話し合おう
１          ③―Ⅰ 
正しい自転車の乗り方 １ 
          ③―Ⅰ      
掃除の仕方について考え
よう １       ③―Ⅰ   

むし歯の予防と治療 １ 
③―Ⅰ 

宿泊学習を成功させよう1 
           ③―Ⅰ  

 

１学期の反省をしよう１ 
③―Ⅰ 

夏休みの過ごし方 １ 
③－Ⅰ 

お楽しみ会をしよう１② 
水泳の決まりと危険な遊び１    

③－Ⅰ 

13 

夏休み発表会をしよう1 
           ①―Ⅱ 
２学期をむかえて（0．5） 

③―Ⅱ 
係をきめよう（0．5）③―Ⅱ 
運動会について話し合おう
1        ①②③―Ⅱ 
楽しい遠足にしよう  1 
        ①②③―Ⅱ 

目の病気と予防1③―Ⅱ 
楽しい読書1③―Ⅱ 

偏食と健康 1③―Ⅱ 
学級の問題について話し
合おう          1①
②③―Ⅱ 
男女仲よく 1② 

お楽しみ会をしよう2 
２学期の反省をしよう 1 
冬の過ごし方     1 
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３学期

係りを

冬の

給食に
 
 

朝･帰りの会  

健康観察①―Ⅰ 
フリートーク①②―Ⅰ 
心の実タイム①②―Ⅰ 
みんなからのお知らせ①―Ⅰ 
言葉のプレゼント② 

 

健康観察 ①―Ⅰ 
音読タイム ②―Ⅱ 
フリートーク ①②―Ⅱ 
心の実タイム①②―Ⅱ 
みんなからのお知らせ①②―Ⅱ 
言葉のプレゼント②  

 

健康観察
音読タイム
フリートーク
心の
みんなからのお
言葉

その他  

協力して食事の準備や片
付けをしよう のびのび（全
校体育・大掃除・和太鼓）年
間活動  地区児童会 

食事の持つ意味を知ろう  適量を考えて食べよう バラン スのよい食事をとろ
う 
地区児童会【地区奉仕作
業】 

 

正しい食事のマナーを身
につけよう のびのび（応
援・リレー練，遠足話し合
い） 運動会（係活動） 

食文化に関心を持とう 好き嫌いをせず食べよう 
のびのび（集会活動） 

食事にふさわしい環境を
作ろう 
地区児童会【地区奉仕作
業】 

 

感謝して

目ざまし時計（節度） 
小さな心づかいで（礼
儀） 
こんな学級にしたいな
（TV）（希望） 花さき山（敬けん） 

リサイクル運動に参加
して（奉仕） 
ヤゴを救いたい（自然
愛） にじ（親切） 

新しい学校（愛校心） 
とべないホタル（友
情） 
空きかんの投げす
て（自然愛） 
ジャガイモ畑で 
 

一ぴきのセミに「あり
がとう」（敬けん） 
病気の人を助けたい 
  （生命尊重） 

学級づくり（保健室経営）も授業づくりも，これまでの子どもの姿

を見て，また今日の子どもの姿を見極めながら，どんな子どもに育て

たいか，方向性を定める必要がある。それは，今日という点をみる近

視眼的（ミクロ）な見方，これからどのようにするかという線として

みる遠視眼的マクロな見方とも言えそうである。 

現在，研究紀要の執筆中だと推察するが，この中に点を連続とする
．．．．．．．

子どもの姿
．．．．．

がほしい。昨年度の紀要は研究授業の指導案がいきなり掲

載されている。研究主題を受け，担任（担当）として，どのような学

びを創る意思決定のページがない。また，指導計画や指導案を載せる

 

評 価 

実践?評価 

（
遠
視
眼
的
） 

（近視眼的） 

Time 

 
計 画 

⇄
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２  各学年カリキュラムの点検 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意味はなんだろうか。その二つと実践のずれを研究するなら価値が

ある。指導計画や指導案を指導の実際とし事実を載せるべきである。 

我々の取組は，研究主題の対してあくまでも１年間の研究である。

研究授業は，その中のひとつの点に近い。単元を通して，その点を

自ら増やし，さらに生活や他の教科などとつなぎ，線として研究成

果を載せなければ授業も変わらなければ子どもも変わらない。 

今からは，このミクロとマクロの両眼を持ち合わせていかなけれ

ば点だけの授業では，勝負できないと考える。 

学級目標等  

月 ４月 ５月 ６月 ７月   

学校行事等 

 
 

年
間 

  
 

時
数     

一
学
期 

時 

数  

二
学
期 

時 

数  

三
学
期 

時 

数 

国 語 235     ７４     

社 会 70     ２２     

教 

科 

算 数 150     ４６     

道 徳 35     １１     

学級活動 35     １１     

第○学年 カリキュラム            18年度末  

 当然，単元への時間のかけ
方は変わる。子どもをみて，
柔軟に対応していく時数も
書くとよい。  

 実施カリキュラムを完成させる時期がきた。Ａ３版１枚に収めたカ

リキュラムに実践をもとに来年度カリキュラムとしていく作業であ

る。 

 まず，時数のことである。例えば，４～７月の合計が1学期の時数

になっているか。当然，１～３学期の合計が年間時数となる。学期の

予定時数は道徳の時数＝週数となるので，例えば，社会は週２時間で

あれば，２(時間)×11(週)＝22時間が分母となる予定時数となる。そ

して実時数が分子となり，達成率が分かる。 

 また，学級活動は，３５時間(1年生34時間)であるから，1学期が

週数11週であれば，1学期は１１時間分の題材がくる。その際，学校

としての内容⑴⑵のバランスが問われる。領域ごとの時間は，標準時

間を越えてもよいが，本校としてその超過時間が分かるようにしたい。 

 また，教科内や領域間の単元や題材の関連化・重点化は，ふるさと

向津具を学びのステージにする観点から大いに進めて欲しい。 

 今年度の実施カリキュラムは，来年度のカリキュラムとなる。より

良いものを創り，次年度に託すことになる。と同時に，学級でつない

で欲しいことや継続して欲しいことをまとめることもつながる学びに

は必要なことである。 
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３ 子どもの事実から変更する指導計画 

 

なぜ，学習指導案が必要なのか。参観者の先生方に，単元（題材）への考え方

や本時の授業イメージをできるだけ詳細に伝える役目があろう。また，子どもたち

の本時の実際と教師の支援とのズレやねじれなどを研究の対象として，授業力向

上の資料とする考え方もあろう。さらには，自分の覚書的な使い方も考えられる。  

  
(１)子どもの意識を中核にした主体的な学びの構想 
 

   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
   

  第〇学年  〇〇科( 道徳)学 習指 導案 
〇年〇組 指導者 〇〇〇〇〇 

 
  研究課題 

 
 

   １ 単元名(主題名，題材名) 

 
   ２ 単元（主題，題材)設定の理由 

    学校教育目標や研究主題の達成を目的として研究課題で表現している子供の姿を追求

しなければならない理由が，子供観・教材観・指導観(道徳は子供観・価値観・資料観・

指導観)という観点を通して分かるように書く。 
   〇 子供観 本単元につながる学習経験や興味・関心からみた実態や学習の仕方，研究主

題・サブテーマにかかわること等の子供のレディネスをできるだけプラス思

考で記述する。また，子供観を初めに書く意味を考えると，以下の教材観・

指導観に児童を主体にする考えが書かれることが大切である。 

〇 教材観 ここでは，材を教材・学習材に変換させる時の指導者の基本的な考え方が

明確に書かれていることが望ましい。各学年の発達特性を加味しながら，理

解させたい基礎的・基本的事項や育てたい能力・態度をどのように考えてい

るかを記述する。とりわけ，本単元がもつ価値や意味を子供の側で考えたい。 
〇 指導観 研究課題に対して指導者が答えだと考えていることやその答えを導いたわ

けを書く。つまり，主体的な学びを保障したり，本単元を通して発揮させた

い資質や能力を生み出したりする工夫・支援を中心に示す。また，本時や単

元の流れにならないように注意する。 
 
  ３ 目標 

〇 各教科等を特徴づける観点から，教師の立場で知識・理解目標とともに能力・態度目

標を設定する。 
   〇 主体的な学習を支援するというとらえ方から，語尾は「～できるようにする。」とし

たい。 

 本時や本次あるいは本単元で目指す子供の姿を今年度の研究サブテーマから求

め，その姿に迫るため指導者は何が必要だと考えているかがわかること。 
(例，～する中で，～していくには，どのような支援をすればよいか。3～4行で端的に) 

ＴＴで対応する場合は
連名にし，後述でのかか
わりが分かるよう工夫
する。 

 授業参観の視点を明確にしたり研究協

議を焦点化したりするために，必ず書く

ようにする。 

研究課題は ，大切な事項であり，

授業者の研究への意思決定となり

得る。も ちろん，書かなく ても よい

学校も あるが，授業者と しては心

がけていたい。 

単元については ，この３つの観か

ら書く ことが望ま れる。再度，観と

は何か，それぞれに何を書くのか

確認したい 。文章量は ,ほぼ同量

がよい。これらの観点からの 記述

ではない学校もある。 

ここでは，学習指導を教師の側で

語ることを前提に してい る。つま

り，指導者が授業に臨む構えであ

り，計画書である。 

安易に ，教師用指導書の 単元の

目標を写してほしく ない。よく 評価

の 4 観点から書く が，評価をする

ために目標を立てるのかという 考

え方も できる。あく ま でも ，指導要

領の目標の構造から知識・理解目

標と能力・態度目標の 2 文で表現

したい。 


